
平成™™年Ÿ月˜š日 金曜日 第œš�œ号官 報

三

報
復
関
税
に
係
る
措
置
の
内
容

二
に
掲
げ
る
貨
物
で
平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
輸
入
さ
れ
る

も
の
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
一
般
の
関
税
の
ほ
か
、
四
・
一
％
の

関
税
を
課
す
る
。

四

報
復
関
税
に
係
る
措
置
を
と
る
理
由

イ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
千
九
百
三
十
年
関
税
法
第
七
百
五
十
四
条
（
以
下
「
バ
ー
ド
修
正
条
項
」
と
い
う
。）は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
不
当
廉
売
関
税
及
び
相
殺
関
税
（
以
下
「
不
当
廉
売
関
税
等
」
と
い
う
。）に
よ

る
税
収
を
、
不
当
廉
売
関
税
等
に
係
る
措
置
を
申
請
し
、
又
は
申
請
を
支
持
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
生
産

者
等
に
分
配
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
一
月
、
世
界
貿
易
機
関
協
定
（
世
界
貿
易
機

関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）附
属
書
二
紛
争
解
決
に
係
る
規
則
及
び
手
続
に
関
す

る
了
解
第
二
条
に
規
定
す
る
紛
争
解
決
機
関
（
以
下
「
紛
争
解
決
機
関
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
世
界
貿
易
機

関
協
定
違
反
が
確
定
し
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
の
撤
廃
等
が
勧
告
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
は
、
勧
告
の
履
行
の
期
限
（
同
年
十
二
月
）
を
経
過
し
た
後
も
勧
告
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
一
月
、
我
が
国
は
、
紛
争
解
決
機
関
に
対
抗
措
置
を
申
請
し
、
同
年
八
月
の
対
抗

措
置
の
規
模
に
関
す
る
仲
裁
決
定
を
経
て
、
同
年
十
一
月
、紛
争
解
決
機
関
に
よ
り
対
抗
措
置
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
承
認
に
基
づ
き
、
我
が
国
は
、
玉
軸
受
等
に
対
し
て
課
す
る
報
復
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政

令
第
二
百
八
十
九
号
）
を
制
定
し
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
九
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年

八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
輸
入
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
原
産
地
と
す
る
玉
軸
受
等
の
十
五
品
目
に
つ
い

て
、
一
般
の
関
税
の
ほ
か
、
十
五
％
の
関
税
を
課
す
こ
と
と
し
た
。

ロ

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
の
廃
止
法
が
成
立
し

た
も
の
の
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
十
月
一
日
よ
り
前
に
通
関
さ
れ
た
貨
物
に
係
る
不
当
廉
売
関
税
等
に

よ
る
税
収
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
引
き
続
き
同
条
項
に
基
づ
く
分
配
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
紛
争
解
決
機
関
に
よ
る
勧
告
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
継
続
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま

え
、
世
界
貿
易
機
関
協
定
に
基
づ
い
て
直
接
又
は
間
接
に
本
邦
に
与
え
ら
れ
た
利
益
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
報
復
関
税
を
課
す
る
期
間
を
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
九
月
一
日
及
び
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年

九
月
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
延
長
し
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
九
月
一
日
に
報
復
関
税
に
係
る
措
置
の

対
象
と
な
る
貨
物
及
び
税
率
を
変
更
し
、
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
九（
平
成
二
十
一
）

年
九
月
一
日
に
税
率
を
変
更
し
、
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

ハ

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
八
月
現
在
に
お
い
て
も
、
額
は
減
少
し
た
も
の
の
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
に
基

づ
く
分
配
は
引
き
続
き
行
わ
れ
て
お
り
、
紛
争
解
決
機
関
に
よ
る
勧
告
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
継
続
し

て
い
る
た
め
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
九
月
一
日
か
ら
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
八
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
輸
入
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
原
産
地
と
す
る
玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
の
二
品
目
に
つ

い
て
、
四
・
一
％
の
報
復
関
税
を
課
す
る
こ
と
と
し
た
。

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

イ

対
抗
措
置
の
規
模

バ
ー
ド
修
正
条
項
に
よ
る
日
本
産
品
に
係
る
直
近
年
の
分
配
額
に
〇
・
七
二
を
乗
じ
た
額
（
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
二
〇
〇
九
財
政
年
度
に
お
け
る
当
該
分
配
額
に
基
づ
き
約
七
・
七
億
円
）（
紛
争
解
決
機
関
に
承
認
さ
れ
た

額
）
の
範
囲
内
で
あ
る
。

ロ

報
復
関
税
の
税
率
変
更
の
理
由

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
二
〇
〇
九
財
政
年
度
に
お
け
る
バ
ー
ド
修
正
条
項
に
よ
る
日
本
産
品
に
係
る
分
配
額
が

前
年
度
に
比
べ
て
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
対
抗
措
置
の
限
度
額
が
減
少
し
た
た
め
、
税
率
を
変
更
し
た
。

ハ

終
了
時
期

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
に
関
す
る
世
界
貿
易
機
関
の
勧
告
を
履
行
し
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
対
抗
措
置
を
終
了
す
る
。

ニ

そ
の
他

紛
争
解
決
機
関
の
承
認
に
よ
れ
ば
、対
抗
措
置
の
規
模
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
バ
ー

ド
修
正
条
項
に
よ
る
直
近
年
の
分
配
額
に
基
づ
き
算
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
報
復
関
税
の
課

税
対
象
貨
物
及
び
税
率
等
に
つ
い
て
、
発
動
後
一
年
ご
と
に
見
直
す
。

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
東
蒲
原
郡
阿
賀
町
鹿

瀬
字
向
沢
一
九
三
八
か
ら
一
九
四
六
ま
で
、
字
栗
ノ
木

場
一
九
五
六
の
一
、
一
九
六
一
の
一
、一
九
六
一
の
二
、

一
九
六
三
の
乙
、
字
向
新
田
二
〇
四
一
、
二
〇
四
一
の

乙
、
字
立
岩
二
〇
七
五
、
二
〇
七
六
、
二
〇
八
一
、
二

〇
八
三
の
乙
、
二
〇
八
五
、
二
〇
八
六
の
一
、
二
〇
八

六
の
二
、
二
〇
八
七
、
二
〇
八
八
の
一
、
二
〇
九
一
の

乙
、
二
〇
九
二
か
ら
二
一
〇
五
ま
で
、
二
一
〇
七
か
ら

二
一
一
八
ま
で
、
二
一
一
九
の
一
、
二
一
一
九
の
二
、

二
一
二
〇
か
ら
二
一
二
九
ま
で
、
二
一
三
一
か
ら
二
一

三
七
ま
で
、
二
一
三
九
か
ら
二
一
四
一
ま
で
、
二
一
四

七
の
乙
、
二
一
四
八
の
一
、
二
一
四
八
の
二
、
二
一
四

九
か
ら
二
一
五
六
ま
で
、
二
一
五
七
の
一
か
ら
二
一
五

七
の
三
ま
で
、
二
一
五
九
の
一
、
二
一
五
九
の
二
、
二

一
六
〇
、
二
一
六
一
、
二
一
六
二
の
一
、
二
一
六
二
の

二
、
二
一
六
三
か
ら
二
一
六
七
ま
で
、
二
一
六
八
の
一

か
ら
二
一
六
八
の
三
ま
で
、
二
一
六
九
か
ら
二
一
七
二

ま
で
、
二
一
八
一
、
二
一
八
二
、
二
一
八
三
の
一
、
二

一
八
三
の
二
、
二
一
八
四
、
二
一
八
七
、
二
一
八
九
の

乙
、
二
一
九
〇
か
ら
二
一
九
四
ま
で
、二
一
九
五
の
一
、

二
一
九
五
の
二
、
二
一
九
七
か
ら
二
二
〇
〇
ま
で
、
二

二
〇
一
の
一
か
ら
二
二
〇
一
の
三
ま
で
、
二
二
〇
二
の

一
か
ら
二
二
〇
二
の
三
ま
で
、
二
二
〇
三
か
ら
二
二
一

六
ま
で
、
二
二
二
四
の
乙
、
二
二
二
五
か
ら
二
二
三
〇

ま
で
、
二
二
三
一
の
一
、
二
二
三
一
の
二
、
二
二
三
二

か
ら
二
二
四
一
ま
で
、
二
二
四
二
の
乙
、
二
二
四
三
か

ら
二
二
四
七
ま
で
、
二
二
五
六
の
一
、二
二
五
六
の
二
、

二
二
七
四
の
乙
、一
〇
一
四
八
か
ら
一
〇
一
五
〇
ま
で
、

一
〇
一
五
二
、
一
〇
一
五
三
の
一
、一
〇
一
五
三
の
二
、

一
〇
一
五
四
か
ら
一
〇
一
七
二
ま
で
、
一
〇
一
七
三
の

一
か
ら
一
〇
一
七
三
の
四
ま
で
、
一
〇
一
七
四
、
一
〇

一
七
五
の
一
か
ら
一
〇
一
七
五
の
六
ま
で
、
一
〇
一
七

六
、
一
〇
一
七
七
、
一
〇
一
七
八
の
一
か
ら
一
〇
一
七

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
九
十
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林

省
令
第
三
十
五
号
）
第
四
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭

和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
農
林
省
告
示
第
千
九
百
九
十
七

号
（
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
の
表
の

農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
を
定
め
る
件
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

表
第
一
項
中
第
百
六
十
四
号
を
第
百
六
十
六
号
と
し
、

第
四
十
五
号
か
ら
第
百
六
十
三
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
四
十
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
十
五

エ
ー
エ
ム
テ
ィ
ー
フ
ー
ド
株
式
会
社
の
登
録

番
号
第
百
八
十
四
号
の
施
設
（
タ
イ
・
サ
ム
ッ
ト
ソ

ン
ク
ラ
ム
県
ム
ア
ン
郡
所
在
）

四
十
六

イ
ト
ー
ハ
ム
ベ
タ
グ
ロ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
の

登
録
番
号
第
百
九
十
五
号
の
施
設
（
タ
イ
・
ロ
ッ
ブ

リ
ー
県
パ
ッ
タ
ナ
ー
ニ
コ
ム
郡
所
在
）

表
第
二
項
中
第
百
五
十
七
号
を
第
百
五
十
九
号
と
し
、

第
四
十
号
か
ら
第
百
五
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
三
十
九
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
十

エ
ー
エ
ム
テ
ィ
ー
フ
ー
ド
株
式
会
社
の
登
録
番

号
第
百
八
十
四
号
の
施
設
（
タ
イ
・
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

ク
ラ
ム
県
ム
ア
ン
郡
所
在
）

四
十
一

イ
ト
ー
ハ
ム
ベ
タ
グ
ロ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
の

登
録
番
号
第
百
九
十
五
号
の
施
設
（
タ
イ
・
ロ
ッ
ブ

リ
ー
県
パ
ッ
タ
ナ
ー
ニ
コ
ム
郡
所
在
）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
長
岡
市
東
保
内
九
〇

八
か
ら
九
一
〇
ま
で
、
九
一
四
、
九
一
七
か
ら
九
二
〇

ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
新

潟
県
庁
及
び
長
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦
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